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研究成果の概要（和文）：本研究では，“深い感性”に注目して社会的に重要となる“深い癒し”

が提供できる「場」の実現を目指している．深い感性に関する情報の伝達が可能なシステムを

用いて音楽を再生し，その再生音の心理評価及び聴取する人間の生理計測を実施し，得られた

心理・生理データを多変量解析することにより，心理と生理との相互関係を求めた．その結果

に基づき，心理値から生理値に変換するソフトウェアの開発を行った．その結果，脳波を含む

多数の生理計測結果から自律神経系の交感・副交感神経の時間的活動と心理評価との関係が示

唆され，その関係の普遍性も示された．更に総合的観点から実際の脳活動を調査するために，

fNIRS（functional Near Infra-Red Spectroscopy）脳計測装置を用いて計測した酸素化ヘモグ

ロビンの濃度変化と心理評価との関係を検討した結果，前頭葉における酸素化ヘモグロビンの

最小濃度変位と心理評価との相関が示された．更に得られた計測結果から心理・生理相互関係

による感覚変換ソフトウェアを開発した． 
 
研究成果の概要（英文）：This study is focused on “Deep KANSEI” which represented as an 
acute and great sensitivity. To construct a filed for Deep Healing, we have carried out the 
following. First, a gorgeous music was reproduced by a system which is able to transmit the 
information of Deep KANSEI, and then the reproducing sound was evaluated for the some 
adjectives, and the properties of subject were measured by various physiological systems 
under the same conditions. Second, the relationship between psychology and physiology 
was investigated by multiple classification analysis for the obtained psychological and 
physiological data. Third, a fundamental software technology converted from psychology to 
physiology had developed based on the revealed relationship. As a result, correlative 
relationship between the adjectives and time changing activity of the sympathetic and 
parasympathetic nervous system was suggested in many physiology measurement results 
including brain wave. Moreover, the universality of the above relation was suggested from 
the result of other physiology measurement. To investigate an actual brain activity from 
the overall viewpoint, the relationship between the amount of oxygenated hemoglobin 
concentration change using fNIRS (functional Near Infra-Red Spectroscopy) and the 
psychological evaluation were investigated. The results indicated that the amount of 
minimum gradient of oxygenated hemoglobin concentration change in the prefrontal area 
correlate with the psychological evaluation. Moreover, the sense conversion software from 
psychology to physiology was developed based on the measured data. 
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１．研究開始当初の背景 
人間の「知」に注目した研究開発はソフト

ウェアを中心に進められ，その成果は我々の
実生活の中で活用されてきた．特に，社会的
ニーズから“癒し”に注目した音楽やロボッ
トなどが数多く存在している．しかしながら，
それらの効果として，“人間が精神的に心の
底から本当に癒されたか”という点において
は疑問が残る（以後，心の底からの癒し或い
はその状態を“深い癒し”と呼ぶ）．つまり，
これまでに開発された癒し関連商品は，発売
当初は物珍しさで扱われてはいるものの，あ
る種のパターンや認識のズレ等から不満や
物足りなさを感じ，最終的には使用されなく
なるものが多い．特に，精神性の高い加齢者
や精神的ケアを重要視する障害者などが，満
足するものはあまり存在しない． 
一方，「感」を中心とした研究は，文部省

科学研究費補助金重点領域研究 04236107
「感性情報処理の情報学・心理的研究 [1992
～1995 年]」を源として本格的に研究が始ま
り，その後に発足した日本感性工学会の基に
研究が進められている．しかしながら，研究
対象は知性と感性が相互に関連する“浅い感
性”のみに注目したものであり，人間が本来
持つ，豊か・鋭い感受性などの“深い感性”
に関する研究はほとんどない． 
本申請では“深い感性”に注目して，社会

的にも重要となる“深い癒し”が提供できる
「場」の実現を目指す．特に，先行研究とし
て実施した科学研究費補助金・若手研究(B)
『“深い癒し”に重要な体感等に注目した
「場」の実現に関する研究開発[H17-19]』[課
題番号 17700230]の成果を発展させ，人間が
“深い癒し”を感じる心理・生理的な状態を
捉えて，個人の身体特徴や状態に適応したメ
ディアシステムの基盤技術の確立を目指す．  
 
２．研究の目的 

科研費・若手研究(B)[課題番号 17700230]
の成果としては，体感に注目した心理物理
学・心理生理学実験を通して，人間が深い癒
しを感じるためには，生理特性（自律神経系
の交感・副交感活動等）と心理特性との関係
の追究などが必要であるという知見を得た．
そこで本研究では，上記で得た知見から下記
を目指すこととした． 
(1) 心理・生理計測に基づく，心理と生理と
の相互関係の多次元的分析による明確化 
(2) 上記結果に基づく，心理と生理との相互
の感覚変換ソフトウェアの基盤技術の研究
開発 

３．研究の方法 
実験は，被験者確保や専門的知識提供など
の理由から“深い癒し”「場」を簡易的に構
築した青山学院大学理工学部井出研究室に
て実施し，研究期間内の目標達成を目指した． 
(1) 実験機器は，下記の日本学術振興会のプ
ロジェクトにて開発された高品質音再生シ
ステム：Extra HI System M を用いた．なお
実験は，電磁シールドルーム（幅 3.8[m]×奥
行き 3.1[m]×高さ 3.2[m]）内に上記システム
を設置し，室内温度：22.0 度，明るさ：200[lx]
として実現した． 
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(2) 心理，生理計測は大学生を中心に被験者
データを取得し，得られた結果から相互関係
の多次元的分析（主成分分析等）を行い，心
理・生理の相互関係を明らかにし，感覚変換
ソフトウェアの開発を目指す． 
 
４．研究成果 
(I) 音楽刺激に対する自律神経系の交感・副
交感神経の亢進，および心理評価の多次元的
分析（多変量解析） 
 
―複数の生理計測結果の多次元的分析（多変
量解析）結果と心理評価との関係の分析を行
った．具体的には，脳波を含む複数（5 種類：
LF/(LR+HF)，顔面皮膚温の最大温度変位（Δ
Tmax），最大温度勾配（gradTmax），α波，
Fmθ波）の生理計測データを多変量解析：
主成分分析した結果，その主成分得点と心理
評価との相関関係が示唆された[雑誌論文①]．
ここで表 1 において，5 種類の生理計測値を
主成分分析した結果の主成分得点（生理値）
と心理評価値（心理値）との相関関係を示す．
なお第一主成分はgradTmaxやLF/(LR+HF)
の関与が認められたために比較的短時間の
副交感神経系の亢進を意味し，第二主成分は



ΔTmax との関与が認められたために持続的
な交感神経系の亢進を意味する． 
 
表 1：生理値(主成分得点)と心理値の相関 

評価項目 
主成分に対する

相関値 
第 1 第 2 

実在感 -0.81 -0.23 
深々さ 0.62 0.57 
Holographic 音場感 0.79 0.39 
静寂感 0.00 -0.31 
気品 -0.67 -0.79 
空気感 0.23 0.89 
安定感 0.11 0.78 
躍動感・生命感 0.66 0.95 
自然さ -0.17 -0.05 
抜け -0.02 -0.63 
滑らかさ -0.51 0.09 
まとまり 0.01 0.19 
細かい表情の再現 0.38 0.67 
柔らかい -0.10 0.07 
繊細感 -0.54 -0.09 
解像度 0.11 -0.10 
凄み 0.60 0.50 
胸にしみこむ 0.28 0.80 
緊張感 -0.30 0.52 
のり 0.00 0.00 
音の重心の低さ 0.59 0.71 
総合評価 -0.64 0.07 

 
表 1 より，時間的性質を考慮した自律神経

系の交感・副交感神経の活動が，深い癒し（深
い感性）に対する客観評価指標の一つとなり
得る，すなわち，感覚変換ソフトウェアの基
礎的知見となり得るといえる． 
―更に，特徴の異なる音楽刺激を用いた場合
の心理評価と自律神経活動との関係につい
ても分析を行った結果，同様に心理評価と自
律神経系の交感神経の亢進との相関関係が
示唆された[雑誌論文③]． 
 
(II) 多角的視点による総合的な心理・生理の
相互関係及びその普遍性の追究 
 
―生理指標の多角的検討として，唾液による
自律神経系を含む，免疫系や内分泌系の分析
を試みた結果，(I)と同様に音楽刺激に対する
自律神経活動が示唆された．その一方で，音
楽刺激による深い癒しの効果や身体・皮膚感
覚に関連する音楽再生の条件には，免疫系及
び内分泌系の成分が関連している可能性も
示唆された[学会発表①]．以上より，唾液ス
トレスマーカーにおいても自律神経系活動

に関連する結果が得られたことは，(I)の結果
である客観評価指標の普遍性を立証したと
いえる． 

―近赤外光を用いて頭皮上から非侵襲的
に脳機能マッピングが可能である fNIRS 脳
計測装置を用いて，酸素化ヘモグロビンの濃
度変化と心理評価との相互的関係を検討し
た．その結果，前頭葉における酸素化ヘモグ
ロビンの濃度変化（濃度変位）と心理評価と
の相関関係が示された[雑誌論文⑦]．ここで
図 1 では，酸素化ヘモグロビン濃度変化量が
従来システム(右)と Extra HI System M（左）
の再生音の聴取時において有意に差がある
ことを示している．具体的には，主観評価実
験により，Extra HI System M の再生音にお
いて，深い感性における情報の再生を実証し
た上で，酸素化ヘモグロビンの濃度変化を計
測し，最小濃度変位⊿oxyHb-Min を求めて比
較している．この結果から，最終的・総合的
な脳活動において，酸素化ヘモグロビンの濃
度変位が，深い癒し（深い感性）の客観評価
指標の一つとなり得る可能性があり，感覚変
換ソフトウェアの基礎的知見となり得ると
いえる．更に音楽の聴き方の変化が心理・生
理の相互的関係に与える影響とその普遍性
について検討した結果，得られた心理・生理
の相互的関係は脳の部位により異なり，音楽
の聴き方が影響を及ぼさない可能性がある
部位の存在が示唆された[学会発表 1 件]． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：最小濃度変位における Extra HI 
System M と従来システムの比較 

 
(III) 心理・生理相互関係による感覚変換ソフ
トウェア基盤技術の検討 
 
―生理データによる感性反応モデルの検討
及び評価語・体感との関係を追究するために，
(II)の fNIRS 計測において得られた生理デー
タおよび心理評価に基づいて重回帰分析を
行い，感覚変換ソフトウェアの開発を検討し
た結果，酸素化ヘモグロビンの濃度変化量の
生理計測データと心理評価結果から中程度
の正相関が示された[発表予定]．また心理評
価語と体感を表す評価語との相関性・影響性
等から深い感性モデルを検討した． 



以上から，心理・生理相互関係に基づいた
感覚変換ソフトウェアの基盤技術として感
性反応の推定方法を示したことは大きな意
義を持つといえる． 

なお，本研究で得られた深い感性の客観評
価指標における成果は，図書①の映像情報メ
ディア工学大辞典にて紹介し，公表した． 
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